
　

して適正な法人運営に努めた。　

　長崎市から５年間の指定管理者を受けた最初の年、引き続き指定管理業務である被爆者援護法に

基づく被爆者健康診断事業及び在宅一人暮らしの被爆者を対象とした日常生活支援事業を実施し、

併せて長崎市及び長崎県等からの委託を受け、被爆二世健康診断や健康増進法に基づく長崎市が

ん検診事業等を実施して被爆者等の健康維持に努めた。

　 被爆者健康診断事業においては、令和７年度の第２回定期健康診断から新たに、長崎市内の地区

巡回健診会場の一部（３か所）も午前に実施し、１日に午前・午後の２会場で実施することで、受診者の

利便性を図った。今後も午前実施の会場を増やす計画でいる。

 　また、日常生活支援事業において、特に民間施設で行う 『ふれあい昼食会』 では、施設を離れ外出

事業を実施し、送迎車で長崎市内、市外に出向き、観光・買物等を楽しんだ。

　 最後に自主事業として、令和５年度から始めた宿泊及び入浴助成事業も引き続き実施した。

Ⅰ　公益目的事業

 　 １　被爆者健康診断事業

　　 （１） 被爆者健康診断（長崎市指定管理業務及び長崎県等の委託業務）

　　　　　 長崎市及び長崎県等の委託を受け、被爆者等の健康管理及び増進を図るため、関係機関の

　　　  協力を得て、長崎市原子爆弾被爆者健康管理センター及び地区健診会場において実施した。

受診数

【参考】
　長崎市内の被爆者及び健康診断受診者証所持者の推移 

17,154

18,904
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（単位：件）

区　　　分
当年度

（A）
前年度

（B）
差引増減

(A)-(B)

1,783 2,124 △ 341 

一
般
検
査

被爆者 8,046 9,437 △ 1,391 

第一種 5 4 1 

第二種

　令和７年度も、原爆被爆者等の健康と福祉の増進を図るために各種事業を実施し、公益財団法人と

4,687 5,375 △ 688 

大腸がん検診

計 9,834 11,565 △ 1,731 

子宮がん検診 20 41 △ 21 

計 5,575 6,491 △ 916 

54 94 △ 40 

乳がん検診 37 49 △ 12 

精
密
検
査

被爆者 8,036 9,418 △ 1,382 

第一種 5 4 1 

計

が
ん
検
診

肺がん検診 777 932 △ 155 

多発性骨髄腫

8,041 9,422 △ 1,381 

　 （単位:人）

年度(末)

令和5年度

令和6年度

令和7年度

前年度比計第二種第一種

3

3

3

被爆者

3,415

3,736

4,064

19,000

20,893

22,971

△ 1,893

△ 2,078

△ 2,038

15,582



実施日数及び会場数

　　 （２） 被爆二世健康診断（長崎市及び長崎県等の委託業務）

　　　　　 長崎市及び長崎県等の委託を受けて被爆二世を対象に、健康診断を実施した。

受診数 （単位：件）

　　 （３） 精神疾患に関する診断及び合併症に関する診断（長崎市の委託業務）

　　　　　 長崎市の委託を受けて第二種健康診断受診者証所持者を対象に、被爆体験者精神医療受

 　　　 給者証の交付申請のため、精神科医師による訪問診断を行うものである。しかし、令和６年１２月

　　　 から精神疾患の発症を要件とせずに、被爆者と同等の医療費助成が受けられる第二種健康診断

　　　 特例区域医療支援事業が新たに開始されたため、令和７年度は被爆体験者精神医療受給者証

　　　 の交付申請を行う者はいなかった。

診断数 （単位：件）

　　 （４） 後期高齢者医療健康診査追加健診（長崎市の委託業務）

　　　　　 長崎市の委託を受けて７５歳以上の被爆者手帳、第一種及び第二種健康診断受診者証の所

　　 　 持者を対象に、生活習慣病の予防対策として実施した。

受診数 （単位：件）

　　 （５） 長崎市がん検診（長崎市の委託業務）

　　　　　 長崎市の委託を受けて第二種健康診断受診者証所持者及び被爆者二世を対象に、健康増

　　 　 進法に基づくがん検診(肺がん・大腸がん)を実施した。

受診数 (単位：件）

差引増減
(A)-(B)

3,512 3,562 △ 50 

当年度
（A）

前年度
（B）

差引増減
(A)-(B)

（0会場）

当年度
（A）

前年度
（B）

差引増減
(A)-(B)

健康管理センター 255日 254日 1日

地区健診会場 延べ249日 延べ264日 △ 15日

区　　　分
当年度

（A）
前年度

（B）

（会場数） （116会場） （116会場）

369 449 △ 80 

区分
当年度

（A）
前年度

（B）

0 3 △ 3 

当年度
（A）

前年度
（B）

差引増減
(A)-(B)

差引増減
(A)-(B)

肺がん検診 887 996 △ 109 

大腸がん検診 368 400 △ 32 



　　 （６） 長崎市胃がんリスク検診（長崎市の委託業務）

　　　　　 胃がん発症の予防を目的に、被爆二世のうち前年度に40歳、45歳、50歳、55歳、60歳に到達

　　 　 した者を対象に、胃がんが発生しやすい状態かどうかのリスク判定を行った。

受診数 (単位：件）

　　 （７） 被爆者等定期健康診断に伴う案内通知作成及び発送業務（長崎市指定管理業務）

　　　　　 長崎市の委託を受けて被爆者手帳、第一種及び第二種健康診断受診者証の所持者を対象

　　 　 に、定期健康診断の案内通知を作成し発送した。

発送件数 （単位：件）

　　 （８） 被爆者等健康診断個人票ファイリングデータ作成処理業務（長崎市指定管理業務）

　　　　　 長崎市の委託を受けて健康診断時の健康診断個人票に記載されている図及び文字的部分を

　　 　 保存するため、ファイリングデータの作成を行った。

処理枚数 （単位：枚）

　　 （９） 交通手当支給事務（長崎市及び長崎県の委託業務）

　　　　　 健康診断を受診した被爆者、第一種及び第二種健康診断受診者証所持者に、自宅との往復

　　 　 運賃に相当する額を支給する事務を行った。

支給件数 （単位：件）

30 30 0 

当年度
（A）

前年度
（B）

差引増減
(A)-(B)

4,451 5,171 △ 720 

10,444 10,087 357 

当年度
（令和元年度分を処理）

(A)

当年度
（平成30年度分を処理）

(A)

差引増減
(A)-(B)

当年度
（A）

前年度
（B）

差引増減
(A)-(B)

35,712 40,176 △ 4,464 

当年度
（A）

前年度
（B）

差引増減
(A)-(B)



 　 ２　日常生活支援事業

　　 （１） ふれあい昼食会（長崎市指定管理業務）

　　　  　 長崎市の委託を受けて在宅一人暮らしの被爆者を対象に、被爆者のボランティアも参加して、　　　　　　　

　　　  健康の維持増進及び生きがいづくりを目的として実施した。

実施回数 （単位：回）

 健康管理センター

 民間施設

参加者数 （単位：延人）

　　 （２） 宿泊・入浴助成（自主事業）

　　　  　原爆被爆者温泉保養所「新大和荘」の閉館に伴う代替事業として、長崎市在住の被爆者健康手　　　　　　　

 　　　帳、第一種、第二種健康診断受診者証所持者及び長崎市外在住の被爆者等のうち令和３年度以

　　　 降に本協議会が実施した健康診断を受診された方を対象に、宿泊施設利用料金及び温泉施設入

 　　　浴料金の一部を助成した。

申請・助成件数 （単位：件）

当年度
（A）

前年度
（B）

差引増減
(A)-(B)

12 12 0 

区　　　　分

176 179 △ 3 

当年度
（A）

前年度
（B）

差引増減
(A)-(B)

区　　　分

 

健
康
管
理

 

セ
ン
タ
ー

実
施

1,477 1,627 △ 150 

87 76 11 

1,390 1,551 △ 161 

 要援護者

 調理・介助ボランティア

計 （a）

民間施設実施 （b）

合　計 （a）＋（b）

33 30 3 

54 46 8 

1,671 

区　分 申請件数

 宿泊助成

 入浴助成

447 

1,224 

計

内　　訳

被爆者

第一種

第二種

被爆者

第一種

第二種

346 

0 8,000円×447件

4,190枚
※ 1枚500円

内　訳助成額

3,576,000円

2,095,000円

101 

1,026 

0 

198 



事業報告の附属明細書

　　　令和７年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第３４

　　条第３項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないので作

　　成しない。


